いわゆる 

は、 根本の 相異が 見られる と 思う。 フランスの 所謂 教 

養の 中で は、 十九 世紀 以来の 個性の 開花と その 爛熟と 

が 飽和点にまで 達して いたよう に 見える。 社会の 全 機 

構が その 影響の 下に あり、 ガムラン によって 代表され 

た 軍事 部門の 内奥 さえ、 その 軍人 気質 を 情操と して 見 

た 場合、 殆ど 哲学的に 洗煉され て、 いくらか シュ— ル- 

リア リストが かってし まっている。 古い 果樹の、 熟し 

すぎた 果実と して、 フランスの 文化 伝統た る 個人 中心 

の 考え かたは 現実に 破れた のであった。 

日本の 場合、 それ は 全く 異 つてい る。 決して、 たつ 

ぶりと 開花し、 芳香と 花粉と を 存分 空中に 振りまい て、 



こと、 及び 悪条件に もちこたえつつ、 どうやら 命脈 を 

保ちつ づけて 来た 一条の 民主的、 合理的 精神の 幹に、 
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全く 科学的に 考慮され た 接 木 をして、 豊かな 結実 を 可 

能に する 方法で はなかろう か。 フランス 文化の 事情よ 

リ見 ると、 日本の そのような 過程 は、 殆ど 世紀の 一 節 

だけお くれてい る。 しかも、 それが 同時 的な 人間の 課 

題と して、 今日 わたし 共の 前に 提出され ている ので あ 

る。 

日夜 地球 はめぐ りつつ あり、 こうして、 或ると ころ 

では 重く 汁気の 多い 果実が 深い 草の 上に 腐れ 墜ち、 或 

る ところでは 実らぬ 実 を 風に もがれて いる けれども、 



豊富な 人類の 営み は 景観の 複雑さ を、 其の 面に だけと 

どめて はいない。 ワンダ • ワシリエフ スカャ の 「虹」 

は、 読む ものに、 一 つの 新しい 感動 を もって 新しい 文 

学の 輪郭 を 予想 させた。 

『月刊 ロシア』 という 雑誌 は、 どういう 理由で か 戦時 

中に も 刊行 をつ づけて いた。 「虹」 は、 そこに 連載され 

たポ— ランド 婦人 作家 ワシリエフ スカャ の 作品で、 独 

軍制 下に ある ウクライナ 農民の 一 つの 村に 起った 物語 

である。 麦の 宝庫で ある ウクライナ は、 一九 一七 年 か 

らニ 一 年頃までの 間 も ロシアに 侵入した 反革命 軍が 食 

糧庫 としょう とした。 did 民た ち は、 浸 略の 恐ろしい 暴 



力と たたかった ので あつたが、 このたびの 第二次 世界 

戦争に おいても、 豊かに 波 だつ 麦畑と、 それ を 粉に 挽 

く 風車の 故に、 ウクライナ 自治 共和国 は 渾身の 力 を ふ 

る つ て 敵に 当らなければ ならな か つ た。 

ウクライナの 村々 から、 男 は 祖国 防衛 軍と して 出て 

行った。 残った 老人、 女、 子供ら が 侵入し 土地に 居据っ 

た ナチ ス 軍の 鉄の 顎と 格闘し なければ ならなかった。 

どんなに それらの 一 見 無力な 人々 が、 勇気と 智慧と 近 

い 将来の 勝利への 確信 を もって 暴力と 殺戮と を 持ち こ 

たえた か、 そのいき さつ を ワンダ. ワシリエフ スカャ 

は 一 つの 誇張 もない、 表面的な ただ 一 つの アジ テ— 



対象 を 取捨し、 必要に よって、 ぐっとつ き 迫って いる _ 

しかも、 実に 興味 ある こと は、 二十 年 前の ソヴ エト 文 

学の ように、 作者の 政治的な 理解力と いう ものが、 生 

のま ま そこに 示される ような 幼稚な 段階 は 見事に 克服 

されて しまって いる ことで ある。 その 作品の 中に 生き 

泣き、 雪の 中 を 這って 殺された 子供の 死骸 を 我が家に 

引摺 つて 来る 母親の、 肉体 そのものの 温か さ、 重量、 

足音の 裡に、 彼女た ちの 心 もち そのもの として、 彼女 

ら がそう して 生きと おした 苦難の 意義が 暗示され てい 

るので ある。 

局面の 展開の 動的な こと、 それ を、 ゆっくりと 大き 
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